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研究成果の概要：江戸時代の武家における宴会儀礼には、前代同様カワラケが用いられたが、

18世紀後半以降その使用は簡略化された。その一方、新種の国産磁器や茶の湯が新たに加わっ

た。18世紀後半になると武家屋敷以外でも宴会の遺物が出土するようになり、現在の我が国に

みられる宴会の基礎となった。 
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１．研究開始当初の背景 
 江戸時代の武家の宴会は、前時代の武家
儀礼からの形態を整えながら、下級武士や
広く社会へと普及する。この過程を考古学
的に考察し、日本の食形態の変遷を明らか
にすることを目的とした。 
 
２．研究の目的 
 上記過程で、新しい食器（磁器）が宴会
の食器組成の中に取り入れられ、やがて従
来の食器組成を変えていくかといった点か
ら考察する。 
 
 

３．研究の方法 
 大名屋敷、旗本・御家人屋敷、町人地とい
った遺跡毎に、遺跡から出土する磁器・陶
器・土器・漆器の組成のあり方といった、考
古学的方法を中心に実施する。 
 
 
４．研究成果 
 18 世紀になると武家地では磁器が宴会儀
礼にも取り入れられるようになる。その一方、
従来のカワラケも使用されるが、同一サイズ
のカワラケに大・中・小というサイズを墨書
して代用するような儀礼の簡略化も認めら
れた。 
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